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【Scenes of Solution】

ＤＢＪ成長支援プログラム（日本元気プログラム）
── 日本経済の着実な成長を資金面から支援 ──

【未来人図鑑】

株式会社ひらまつ
代表取締役社長　平松 宏之 氏
芸術としての料理を通じて人の心を揺さぶり続ける。

【旅のブックマーク】 

フロンティアの誇りを伝えるホテル
旅する作家 山口 由美 
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東日本大震災により

被災されたみなさまに

心よりお見舞い申し上げます。す。

みなさまの安全と、一日も早い復興をお祈り申し上げます。

日本政策投資銀行では、このたびの震災により被害を受けられた企業の方に対する
相談窓口を開設いたしました。
被害に伴う復旧資金等のお問い合わせにつきましては、以下窓口までご相談ください。

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州

地域 担当地域・業種 相談窓口 電話番号（代表） 住所

青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 東北支店 022-227-8181 仙台市青葉区中央一丁目6番35号
(東京建物仙台ビル)

新潟 新潟支店 025-229-0711 新潟市中央区東堀前通六番町１０５８番地１
（中央ビルディング）

茨城、栃木、群馬、山梨、長野 本店　中堅・成長企業
ファイナンスグループ 03-3244-1730

東京都千代田区大手町１丁目９番１号

都市開発、鉄道 本店
都市開発部 03-3244-1710

製造業等（電気機械を除く） 本店
企業金融第１部 03-3244-1680

通信、電気機械、情報サービス、出版・印刷 本店
企業金融第２部

本店
企業金融第3部

本店
企業金融第4部

本店
企業金融第5部

03-3244-1660

食品製造、流通 03-3244-1990

海運、航空、医療、リース、その他サービス 03-3244-1640

電気、ガス、窯業土石、石油、紙・パルプ 03-3244-1620

富山、石川、福井 北陸支店 076-221-3211 金沢市丸の内４番１２号
（金沢中央ビル）

岐阜、静岡、愛知、三重 東海支店 052-231-7561 名古屋市中区丸の内１丁目１７番１９号
（キリックス丸の内ビル）

滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 関西支店 06-4706-6411 大阪市中央区今橋４丁目１番１号
（淀屋橋三井ビルディング）

鳥取、島根、岡山、広島、山口 中国支店 082-247-4311 広島市中区袋町５番２５号
（広島袋町ビルディング）

徳島、香川、愛媛、高知 四国支店 087-861-6677 高松市亀井町５番地の１
（百十四ビル）

福岡、佐賀、長崎、熊本、大分 九州支店 092-741-7734 福岡市中央区天神２丁目１２番１号
（天神ビル）

宮崎、鹿児島、沖縄 南九州支店 099-226-2666 鹿児島市東千石町１番３８号
（鹿児島商工会議所ビル）

北海道 北海道 北海道支店 011-241-4111 札幌市中央区北３条西４丁目１番地
（日本生命札幌ビル）

東北

関東・甲信

（埼玉、千葉、東京、神奈川については以下の業種別）

●お問い合わせ先

ご相談頂いた先の電話が繋がりにくい場合、また担当部店等がご不明な場合などに際しては、
本店 業務企画部 ０３-３２４４-１１５０（代表）まで、ご相談ください。
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　インフラの老朽化問題が深刻化している。高度経済成長期以降に国や地方自
治体によって集中的に整備されてきた道路や橋、上下水道、学校、図書館、公民館
などの公的ストックの多くは、すでに築後30～４０年以上が経過している。この
ため、全国の道路や下水道、橋の一部では、老朽化が原因で陥没や通行止め等の
障害が生じているものもある。だが、老朽化したインフラの維持管理・更新に対する
認識や、今後必要となる更新投資についての対応は遅れ気味で、ほとんどの自治
体では、公的ストックの保有状況についてさえ正確な把握ができていないのが
現状だ。国・地方とも厳しい財政状態にある中、中長期的に見て更新投資余力が
少ないことは明らかで、財政負担の増加を極力抑え、かつ、有効な対応策を打ち
出すことが、今、大きな課題となっている。

今回の「ネクスト・ジャパン最前線」におけるインタビューは、震災前に行ったものです。発言内容は、予測困難
な天災を想定したものではなく、インフラ・公共施設の老朽化問題に対する方策を論じたものです。
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どうする？社会資本
 －PPP・PFIに活路を見出せ－
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どうする？社会資本
─ PPP・PFIに活路を見出せ ─

P16 Scenes of Solution

ＤＢＪ成長支援プログラム（日本元気プログラム）
── 日本経済の着実な成長を資金面から支援 ──

P23 旅のブックマーク

フロンティアの誇りを伝えるホテル 旅する作家  山口 由美
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P20 未来人図鑑

株式会社ひらまつ
代表取締役社長　平松 宏之 氏
芸術としての料理を通じて人の心を揺さぶり続ける。

季刊DBJはiPhone、iPadでもお読みいただけます。
下記URLからダウンロードしてお楽しみください。
http://itunes.apple.com/jp/app/id389307222

DBJのホームページからもダウンロードできます。
http://www.dbj.jp/
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ン
フ
ラ
は
生
活
・
経
済
活
動
を
支

え
る
と
と
も
に
、国
民
の
安
全
を

確
保
す
る
基
盤
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。特
に
、道
路
や
橋
、上
下

水
道
の
老
朽
化
は
人
々
の
生
命
や
日
常

生
活
に
直
結
す
る
だ
け
に
深
刻
な
問
題

で
あ
る
。
す
で
に
、そ
の
影
響
は
全
国
で

現
れ
て
い
る
。た
と
え
ば
、下
水
管
の
老

朽
化
に
起
因
す
る
道
路
陥
没
は
、２
０
０

０
〜
０
４
年
の
５
年
間
で
約
２
万
６
千
カ

所（
国
土
交
通
省
調
査
）、コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
劣
化
や
鋼
材
の
腐
食
に
よ
っ
て
通
行
止

め
に
な
っ
て
い
る
橋
は
１
２
１
基（
０
８
年

４
月
現
在
、同
）に
の
ぼ
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
に
加
え
て
深
刻
な

問
題
が
あ
る
。
老
朽
化
し
た
施
設
の
現

状
お
よ
び
今
後
想
定
さ
れ
る
維
持
管

理
・
更
新
費
に
つ
い
て
、正
確
に
把
握
し
て

い
る
自
治
体
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
だ
。

　

で
は
、実
際
に
ど
の
く
ら
い
の
費
用
が

か
か
る
の
か
。
国
土
交
通
省
の
推
計
で

は
、所
管
す
る
８
分
野（
道
路
、港
湾
、空

港
、公
的
賃
貸
住
宅
、下
水
道
、都
市
公

園
、治
水
、海
岸
）で
、２
０
１
１
年
度
か

ら
５
０
年
間
で
必
要
な
維
持
管
理
・
更
新

費
は
約
１
９
０
兆
円
。
投
資
可
能
総
額

が
２
０
１
０
年
度
以
降
横
ば
い
の
場
合
、

更
新
費
の
増
大
に
よ
っ
て
、２
０
３
７
年

度
以
降
の
新
規
投
資
余
力
が
な
く
な
る

上
、更
新
費
の
一
部
を
賄
う
こ
と
も
で
き

な
く
な
る
。
そ
し
て
、２
０
６
０
年
度
ま

で
の
間
に
更
新
で

き
な
い
ス
ト
ッ
ク

量
は
約
３
０
兆
円

に
も
の
ぼ
る
と
い

う（
図
１
）。

　

こ
う
し
た
中
で

注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
は
、
経

営
的
な
視
点
で

公
共
施
設
を
総

合
的
に
企
画
・
管

理
・
活
用
す
る
た

め
の
手
法
で
、
数

年
前
か
ら
は
、各

施
設
の
老
朽
化
や

利
用
状
況
の
実

態
を
把
握
し
、可

視
化
す
る「
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
白
書
」
を
作

成
・
公
表
し
、
中

長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
戦
略
的
な
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
取
組
む
自
治
体
も
増
え
て
い
る
。

も
地
方
も
財
政
状
況
が
厳
し
さ

を
増
す
中
、今
後
、イ
ン
フ
ラ
更

新
の
た
め
の
投
資
負
担
を
い
か
に
軽
減
し

て
い
く
か
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、従
来
以
上
に
維
持
管
理

コ
ス
ト
削
減
を
図
り
つ
つ
、予
防
的
な
保

全
や
計
画
的
で
必
要
水
準
に
見
合
っ
た

更
新
、施
設
の
効
果
的
な
利
活
用
を
進
め

る
な
ど
、計
画
的
・
効
率
的
な
保
有
資
産

の
維
持
管
理
・
更
新
等
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。ま
た
、新
規
投

資
に
つ
い
て
は
、選
択
と
集
中
の
下
、こ
れ

ま
で
以
上
に
真
に
必
要
な
も
の
を
見
極

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、こ

う
し
た
取
り
組
み
を
効
果
的
・
効
率
的
に

進
め
る
た
め
に
は
、民
間
の
資
金
・
経
営
能

力
・
技
術
等
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
公
民

連
携
）の
手
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
代
表
的
手
法
で
あ
る

P
F
I
に
お
い
て
は
、す
で
に
こ
れ
ま
で

営
方
式
の
１
つ
で
、そ
の
最
大
の
特
徴
は
、

施
設
所
有
権
を
公
共
に
残
し
た
ま
ま
、

資
金
調
達
も
含
む
事
業
の
経
営
に
関
す

る
権
利（
公
共
施
設
等
運
営
権
）を
民
間

企
業
に
付
与
す
る
こ
と
だ
。民
間
企
業
は

事
業
期
間
中
に
施
設
を
管
理
運
営
す
る

と
と
も
に
、投
資
資
金
と
維
持
管
理
資

金
を
イ
ン
フ
ラ
利
用
者
か
ら
料
金
と
い
う

形
で
回
収
す
る（
図
２
）。コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

方
式
に
よ
っ
て
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
下
、民
間
企
業

自
身
の
責
任
と
創
意
工
夫
に
よ
り
イ
ン
フ

ラ
事
業
の
運
営
が
可
能
と
な
る
。

　

国
は
新
成
長
戦
略
で
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
・Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
規
模
の
目
標
を
２
０
２
０
年
ま
で
の

１
１
年
間
で
、少
な
く
と
も
約
１
０
兆
円

以
上
と
設
定
、０
９
年
末
ま
で
の
１
１
年

間
の
累
計
約
４
．７
兆
円
の
２
倍
以
上
を

目
指
し
て
い
る
。
計
画
通
り
進
め
ば
、国

や
自
治
体
の
財
政
改
善
と
持
続
的
イ
ン

フ
ラ
経
営
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、民
間

企
業
に
と
っ
て
も
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
が
期
待
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

多
数
の
実
績
が
あ
る
が
、導
入
分
野
は
施

設
分
野
が
主
流
で
あ
り
、道
路
や
空
港
、

上
下
水
道
な
ど
の
基
幹
的
イ
ン
フ
ラ
分
野

で
は
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。こ
の

た
め
国
は
、法
改
正
を
通
じ
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制

度
の
抜
本
的
見
直
し
を
進
め
て
い
る

（
P
F
I
法
改
正
案
が
平
成
2
3
年
3

月
1
1
日
に
閣
議
決
定
）。

　

そ
の
中
で
期
待
さ
れ
る
の
が
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
方
式
の
導
入
で
あ
る
。コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
方
式
は
、欧
州
や
韓
国
な
ど
で
広

く
活
用
さ
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
経

イ国 自
治
体
に
求
め
ら
れ
る

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

イ
ン
フ
ラ
更
新
に
は

Ｐ
Ｐ
Ｐ
活
用
が
不
可
欠

公共施設マネジメントや
PPPを通じ
戦略的インフラ経営を

基 本 解 説 N E X T  J A P A N

※コンセッションをPFI法の対象とするPFI法改正案が閣議決定
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新設（充当可能）費
災害復旧費
更新費
維持管理費
維持管理・更新費が投資可能総額を上回る額

維
持
管
理
・
更
新
費
が

投
資
可
能
総
額
を
上
回
る

※投資可能総額：2010年度以降横ばいとして設定　※更新費：耐用年数経過後、同一機能で更新する場合にかかる費用
※維持管理費：社会資本のストック額に応じて推計 出所：平成21年度 国土交通白書

図１：社会資本投資の長期的見通し

PPP（Public Private Partnership）とは、公と民が連携して公共施設
整備、公共サービスなどを実施すること。その手法は、PFI（Private 
Finance Initiative、公共施設等の建設、維持管理、運営等に民間の
資金、経営能力及び技術的能力を活用する）、指定管理者制度（「公の
施設」の管理・運営を民間企業やNPO法人などに包括的に代行させる）
のほか、業務委託、民営化など多様だ。PPPの代表的手法であるPFIに
ついてはこれまで、その事業数全体の約70％がサービス購入型（事業
収入を公共セクターからのサービス対価の支払いに依存する）で、独立
採算型（施設利用者が支払う利用料収入で投資を回収する）は5％と、
民間へのリスク移転は限定されている。こうした中、PFIの活用拡大に
向けてコンセッション方式が注目されている。

民間活用度

公的関与

ＰＰＰの類型例

各
種
業
務
委
託

指
定
管
理
者

Ｐ
Ｆ
Ｉ

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

完
全
民
営
化

低

高

高

低

民間事業者

公共

各種
契約

出資

融資
社債引受

料金
徴収

サービス
提供

施設利用者

機関投資家等

民間事業者
（スポンサー）

金融機関等

公共施設等運営権契約

図2：コンセッション方式
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資
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来
コ
ス
ト
を
試
算
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、０

８
年
度
決
算
額
２
８
７
億
円
に
対
し
、今
後

２
０
年
間
の
年
平
均
は
７
５
７
億
円
、約

２
．６
倍
の
事
業
費
が
必
要
と
な
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、今
の
事
業
費
と

同
額
で
推
移
す
る
場
合
、既
存
施
設
の
３
８

％
し
か
更
新
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

公
共
施
設
の
老
朽
化
問
題
は
財
政
状
況

を
一
段
と
圧
迫
し
ま
す
。公
共
サ
ー
ビ
ス
面

も
考
え
合
わ
せ
る
と
、公
共
施
設
老
朽
化

問
題
へ
の
対
応
は
最
大
の
行
政
テ
ー
マ
と
も

言
え
、こ
の
問
題
へ
の
対
処
法
を
整
え
な
い

限
り
、本
市
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
は
実

現
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
意
味
で
も
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、今
後
の
都
市
経
営
に

と
っ
て
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
持
つ
取
り
組
み

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
公
有
財
産
の
実
態
把
握
が
進
ん
だ

後
、資
産
規
模
や
用
途
の
見
直
し
・
維
持
・

補
修
・
更
新
な
ど
の
具
体
的
な
利
活
用
策

の
実
行
段
階
で
は
、管
理
手
法
の
見
直
し
・

施
設
統
合
や
再
配
置
な
ど
行
政
自
ら
の
取

り
組
み
に
加
え
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
も
増
え
る
と
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。像

以
上
に
厳
し
い
実
態
を
踏
ま

え
る
と
、利
活
用
策
の
検
討
に
当

た
っ
て
は
、従
来
の
や
り
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、

思
い
切
っ
て
民
間
活
力
を
導
入
す
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
積
極
的
な
導
入
や

業
務
の
委
託
化
の
推
進
な
ど
、施
設
の
管
理

手
法
の
見
直
し
の
ほ
か
、施
設
の
更
新
の
タ

イ
ミ
ン
グ
に
あ
わ
せ
て
機
能
を
統
合
・
再
配

置
す
る
な
ど
、施
設
の
建
設
が
伴
う
場
合

に
は
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
導
入
可
能
性
を
検
討
す

る
場
面
も
広
が
る
と
思
い
ま
す
。行
政
の
発

想
だ
け
で
な
く
民
間
の
発
想
を
生
か
す
た

め
、提
案
型
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
営
化
制
度

の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
始
め
て
い
ま
す

が
、こ
う
し
た
制
度
を
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

特
に
本
市
は
首
都
圏
に
位
置
し
、交
通

の
便
も
良
い
た
め
、民
間
の
力
を
取
り
込
み

や
す
い
環
境
に
あ
り
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
民
間
事
業
者
に
と
っ

て
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
り
、官
民

双
方
に
と
っ
て
Ｗ
ｉｎ
│
Ｗ
ｉｎ
の
関
係
構
築

が
期
待
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、市
民
と
の
協
働
も
重
要
な
テ
ー

マ
の
１
つ
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。１
１

年
度
か
ら
、「
公
共
施
設
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
」の
試
行
を
予
定
し
て
お
り
、市
民

に
よ
る
自
主
管
理
を
含
め
て
、公
共
施
設

の
管
理
運
営
を
市
民
と
と
も
に
推
進
す

る
方
向
に
つ
い
て
も
模
索
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
。

│
│
今
後
、「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」や

「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
有
効
活
用
」を
全
国
的
に
普
及

促
進
さ
せ
る
う
え
で
期
待
さ
れ
る
動
き
な

ど
ご
ざ
い
ま
す
か
。

近
、「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白

書
」を
作
成
し
、公
共
施
設
の
現

状
と
課
題
や
財
政
へ
の
影
響
等
を
分
か
り

や
す
く
市
民
に
公
表
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、問
題
意
識
を
共
有
し
、公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
て
い
く
取
り
組
み
が

広
ま
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ

た
公
共
施
設
の
運
営
・
利
用
状
況
や
コ
ス
ト

状
況
等
を
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
具
体
的
に

公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、市
民
や
事
業
者

と
協
働
で
施
設
の
改
善
策
や
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、大
変
有

効
で
す
。

　

こ
の
と
き
に
、他
市
と
の
比
較
が
で
き
れ

ば
、よ
り
客
観
的
に
自
市
の
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。現
状
で

は
、先
進
的
な
各
自
治
体
が
手
探
り
で
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
状
況
で
す
が
、共
通

の
手
法
で
各
自
治
体
が
取
り
組
み
、情
報

を
共
有
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ

れ
ま
す
。ま
た
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
は
、他
市
の
事
例
・
取
り
組
み
を
参
照
で

き
る
仕
組
み
が
あ
る
と
普
及
促
進
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

政
令
市
な
ど
の
大
都
市
に
お
い
て
は
、保

有
す
る
公
共
施
設
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
も

あ
り
、相
対
的
に
こ
の
分
野
の
取
り
組
み

が
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。本
市
が

大
都
市
に
お
け
る
取
り
組
み
を
先
導
し
、

全
国
的
な
普
及
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。問
わ
れ
て
い
る
の

は
民
間
と
の
連
携
に
取
り
組
む
自
治
体
の

意
志
で
す
。そ
の
意
味
で
も
本
市
の
事
例

が
１
つ
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

│
│
政
令
市
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
財
政
状
況
に

あ
る
さ
い
た
ま
市
が
、１
０
年
度
か
ら
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
本
格
着
手
す
る
に

至
っ
た
背
景
や
取
り
組
み
状
況
な
ど
に
つ
い

て
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
で
は
合
併
前
の
旧
４
市
時
代
か

ら
、集
会
・
福
祉
・
教
育
施
設
な
ど

多
様
な
公
共
施
設
の
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。そ
の
数
は
約
１
６
７
０
施
設
、床
面

積
合
計
は
約
２
４
２
万
㎡
に
な
り
ま
す
。こ

れ
ら
の
多
く
は
建
築
後
３
０
年
を
超
え
て

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、近
い
将

来
、大
規
模
改
修
や
建
替
え
な
ど
に
多
大

な
費
用
を
要
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。本
市
の
よ
う
に
高
度
経
済
成
長
期

に
集
中
的
に
施
設
整
備
を
行
っ
た
都
市
、合

併
し
て
旧
市
の
施
設
を
引
き
継
い
だ
都
市

は
、公
共
施
設
の
老
朽
化
問
題
が
一
気
に
噴

出
す
る
可
能
性
が
高
い
ん
で
す
。

　

比
較
的
良
好
な
財
政
状
況
と
言
わ
れ
る

本
市
で
す
が
、中
期
財
政
収
支
見
通
し
で

は
、年
平
均
で
約
２
０
０
億
円
も
の
財
源
不

足
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、

多
大
な
費
用
を
要
す
る
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
は
財
政
問
題
と
し
て
認
識
す
る
必

要
が
あ
り
、本
市
の
行
財
政
改
革
に
不
可

欠
な
テ
ー
マ
と
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、０
９
年
１
１
月
に
市
長
直
轄

の
組
織
と
し
て
行
財
政
改
革
推
進
本
部
を

設
置
し
、公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
含
む

行
財
政
改
革
の
推
進
体
制
を
整
備
し
ま
し

た
。ま
た
、議
論
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た

め
、１
０
年
６
月
に
公
募
市
民
と
有
識
者
か

ら
な
る
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
を

設
置
し
、検
討
中
で
す
。続
い
て
１
０
月
に

は「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
針
」も
発

表
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、1
0
年
度
分
の
成

果
を「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
」（
中

間
報
告
）と
し
て
発
表
し
、１
１
年
度
中
に

「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」を
策
定

す
る
予
定
で
す
。重
要
な
こ
と
は
計
画
策

定
後
、そ
の
内
容
を
い
か
に
具
現
化
し
て
い

く
か
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

│
│
現
在
、公
有
資
産
全
体
の
実
態
把
握

段
階
に
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、調
査
に
よ

り
把
握
さ
れ
た
諸
課
題
の
例
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。年

、公
共
施
設
全
体
に
つ
い
て
の
基

礎
調
査
を
実
施
し
、道
路
や
上
下

水
道
を
含
め
た
既
存
施
設
の
維
持・更
新
に

か
か
る
今
後
２
０
年
間
に
必
要
と
な
る
将

公
共
施
設
老
朽
化
問
題
が

最
大
の
行
政
テ
ー
マ
と
な
る

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
積
極
的
活
用
で

官
民
の

Ｗ
Ｉ
Ｎ-

Ｗ
Ｉ
Ｎ
構
築
へ

民間の資金・ノウハウを

活かし生産性の高い

都市経営を目指す

本

昨

想
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必
要
と
な
り
ま
す
が
、財
政
状
況
が
厳
し

い
中
で
そ
の
資
金
が
な
い
。公
共
建
築
だ

け
で
な
く
、橋
や
道
路
、上
下
水
道
な
ど

イ
ン
フ
ラ
を
含
め
て
そ
う
い
う
状
況
に
あ

る
か
ら
事
態
は
深
刻
な
の
で
す
。

│
│
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
の
効
果
と
は
。

つ
あ
り
ま
す
。ま
ず
、公
共
建
築

の「
見
え
る
化
」で
す
。
白
書
に

よ
り
、施
設
の
状
況
や
運
営
状
況
、利
用

実
態
や
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
と
公
有
資
産
を

い
ろ
い
ろ
な
観
点
よ
り
把
握
し
、有
効
活

用
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
つ
め
は
地
域
住
民
に
実
態
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
こ
と
で
す
。た
と
え
ば
、住
民

に
も
っ
と
も
身
近
な
市
民
セ
ン
タ
ー
の
年

間
運
営
費
が
い
く
ら
な
の
か
を
見
え
る
よ

う
に
し
ま
す
。藤
沢
市
で
は
窓
口
業
務
に

６
．１
億
円
の
運
営
費
が
か
か
る
の
に
対
し

て
、手
数
料
な
ど
の
収
入
は
１
億
円
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。公
民
館
な
ら
１
施
設
で
年

間
６
千
万
円
か
か
る
の
に
対
し
て
、利
用

料
金
収
入
は
施
設
で
か
か
っ
て
い
る
光
熱

水
費
の
半
分
ほ
ど
に
し
か
な
ら
な
い
の
で

す
。そ
う
い
う
実
態
を
見
せ
る
こ
と
で
、住

民
の
み
な
さ
ま
と
話
し
合
っ
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

３
つ
め
は
、こ
れ
が
一
番
大
事
で
す
が
、自

治
体
職
員
の
意
識
改
革
で
す
。コ
ス
ト
意

識
や
組
織
横
断
的
思
考
の
高
ま
り
な
ど

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
重
要
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。そ
れ
は
自
治
体
間
の
連
携
で
す
。

隣
り
合
う
自
治
体
同
士
で
、た
と
え
ば
市

民
会
館
や
図
書
館
な
ど
を
共
同
で
運
営

す
れ
ば
コ
ス
ト
が
削
減
で
き
ま
す
。現
状

で
は
、人
口
５
万
人
の
自
治
体
も
５
０
万

人
の
自
治
体
も
、ま
っ
た
く
同
じ
施
設
を

揃
え
る
と
い
う
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
型
で
あ
り
、

今
後
、こ
の
や
り
方
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
や
環
境
・
防
犯
な
ど
の
分

野
は
広
域
で
考
え
た
方
が
効
果
的
で
も

あ
り
ま
す
。

│
│
Ｄ
Ｂ
Ｊ
や（
株
）日
本
経
済
研
究
所

（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
。
以

下
、日
経
研
）と
も
連
携
し
て
い
ま
す
が
、

ど
う
い
う
理
由
か
ら
で
す
か
。　

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
で

は
、幅
広
い
分
野
の
知
見
・
ノ
ウ

ハ
ウ
が
必
要
で
、財
政
、公
会
計
、行
政

サ
ー
ビ
ス
、人
口
の
将
来
予
測
な
ど
に
つ

い
て
は
、社
外
の
多
様
な
専
門
家
と
の
共

同
作
業
・
研
究
が
不
可
欠
で
す
。
実
は
、

当
社
の
社
名
に
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
と
い
う
言

葉
を
使
っ
た
の
も
、そ
の
こ
と
を
意
識
し

た
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、人
口
の
将
来

予
測
や
自
治
体
財
政
の
詳
細
分
析
な

ど
、業
務
の
キ
ー
と
な
る
分
析
・
評
価
の

部
分
で
は
、パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
を
持
つ

金
融
機
関
で
あ
る
Ｄ
Ｂ
Ｊ
や
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
グ

ル
ー
プ
の
一
員
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
サ
ポ
ー

ト
を
得
意
と
す
る
日
経
研
の
力
を
借
り

て
い
る
わ
け
で
す
。

│
│
公
有
資
産
の
有
効
活
用
の
実
行
段

階
で
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
始
め
と
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
ど

の
程
度
活
用
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

ず
れ
の
自
治
体
も
厳
し
い
財
政

制
約
下
に
あ
る
以
上
、民
間
資

金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
習
志
野

市
の
場
合
、図
書
館
、公
民
館
、体
育
館
、

市
民
会
館
な
ど
単
独
目
的
の
６
施
設
を

複
合
機
能
を
備
え
た
１
つ
の
施
設
に
ま

と
め
て
建
設
し
、運
営
を
含
め
て
民
間
に

任
せ
る
計
画
で
あ
り
、こ
う
い
う
ケ
ー
ス

は
、ま
さ
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
対
象
に
な
り
ま

す
。今
後
、相
当
数
の
案
件
が
出
て
く
る

こ
と
は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
提
案
に
は
、公
共
施
設
の
利
用

実
態
に
関
す
る
詳
細
な
デ
ー
タ
が
不
可
欠

で
す
。公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
が
あ

れ
ば
、民
間
も
さ
ま
ざ
ま
な
効
率
化
提
案

が
で
き
る
し
、住
民
を
巻
き
込
め
ば
、さ
ら

に
魅
力
的
な
提
案
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

む
し
ろ
、そ
う
な
ら
な
い
と
事
態
は
打
開
で

き
な
い
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
が
う
ま
く
行
か
な

か
っ
た
の
は
、行
政
の
立
場
が
優
先
さ
れ

る
形
で
多
く
の
リ
ス
ク
が
担
保
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
す
。こ
れ
で
は
事
業
者
側
の
リ

ス
ク
が
高
い
仕
様
と
な
り
、民
間
で
は
受

け
に
く
く
な
り
ま
す
。両
者
の
間
に
立
つ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当

者
が
、官
民
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
柔
軟
な
選
定
の
仕
組
み
、仕
様
を

作
っ
て
い
か
な
い
と
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
で
も
同
じ
こ

と
が
起
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
意
味
で

も
、官
民
の
間
で
柔
軟
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
で
き
る
Ｄ
Ｂ
Ｊ
や
日
経
研
の
役

割
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
望
月
様
の
研
究
所
で
は
、
多
く
の

自
治
体
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書

を
作
成
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、そ
の

実
績
、
近
年
の
傾
向
な
ど
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

初
は
０
４
年
に
手
が
け
た
東
京

都
杉
並
区
の『
施
設
白
書
』で

す
。こ
こ
で
は
、区
有
施
設
の
有
効
活
用
に

向
け
て
、各
施
設
に
か
か
る
建
設
コ
ス
ト

だ
け
で
な
く
事
業
運
営
に
か
か
る
コ
ス
ト

を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
と
い
う
考
え

方
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、区
民
の
み
な

さ
ま
に
こ
れ
を
開
示
す
る
こ
と
を
行
い
ま

し
た
。

　

０
８
年
に
は
神
奈
川
県
藤
沢
市
の『
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
』を
作
成
し

ま
し
た
。こ
こ
で
は
、同
市
の
公
有
資
産
の

評
価
額
約
７
９
０
０
億
円
の
う
ち
土
地
・

建
物
が
９
３
％
を
占
め
る
こ
と
、ま
た
毎

年
の
歳
出
約
１
２
０
０
億
円
の
う
ち
人
件

費
、物
件
費
、投
資
的
経
費
が
約
６
０
％

を
占
め
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
上

で
、市
の
財
産
の
大
半
を
占
め
る
土
地
・
建

物
の
運
営
と
毎
年
の
歳
出
の
６
０
％
を
占

め
る
人
件
費
、物
件
費
、投
資
的
経
費
の

執
行
が
、縦
割
り
組
織
の
中
で
行
わ
れ
て

い
る
現
状
を
改
め
、横
断
的
・
総
合
的
に
考

え
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
自
治
体
経
営
の

在
り
方
で
あ
る
と
提
案
し
ま
し
た
。続
い

て
０
８
年
に
は
千
葉
県
習
志
野
市
か
ら
も

受
託
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
傾
向
と
し
て
は
２
つ
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

重
要
性
を
理
解
し
た
自
治
体
か
ら
の
依

頼
が
増
え
て
い
る
こ
と
。１
０
年
度
は
埼

玉
県
さ
い
た
ま
市
、東
京
都
北
区
・
立
川

市
・
府
中
市
、三
重
県
四
日
市
市
な
ど
９

自
治
体
か
ら
受
注
し
て
お
り
、１
１
年
度

の
見
積
り
依
頼
も
約
２
０
件
ほ
ど
頂
い

て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、業
務
期
間
の
短
縮
化
も
顕
著

で
す
。
今
ま
で
は
大
体
３
年
計
画
、す
な

わ
ち
１
年
目
は
施
設
の
実
態
把
握
と
白

書
作
成
、２
年
目
は
施
設
の
有
効
活
用
に

向
け
た
改
善
計
画
策
定
、３
年
目
は
実
行

計
画
策
定
と
い
っ
た
流
れ
で
進
め
て
き
ま

し
た
が
、そ
れ
を
１
年
半
〜
２
年
に
し
た

い
と
い
う
要
望
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。も
は
や
、の
ん
び
り
構
え
る
余
裕
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。た
と
え
ば
藤
沢

市
の
場
合
、公
有
施
設
全
体
約
８
０
万
㎡

の
う
ち
の
４
０
万
㎡
が
築
３
０
年
と
老
朽

化
し
て
お
り
、こ
れ
か
ら
建
替
え
・
改
修
が

公
有
資
産
の

「
見
え
る
化
」で

自
治
体
経
営
が
変
わ
る

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

柔
軟
性
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

公共施設マネジメントで

自治体財産の

有効活用を図れ

最
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Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
動
機
に

　

乏
し
い
日
本

　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
に
お
い
て
、日
本
は
こ
の
１
０
年
間
に
韓
国
や
豪
州

に
大
き
く
差
を
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。最
大
の
理
由
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
い
う
ツ
ー
ル

を
使
う
側
の
事
情
の
違
い
だ
。

　

日
本
は
世
界
有
数
の
経
常
収
支
の
黒
字
国
で
、国
内
に
は
膨
大
な
個
人
金

融
資
産
が
あ
る
。経
済
が
成
熟
し
、国
内
に
投
資
先
は
な
い
の
で
、政
府
が
資

金
を
吸
収
し
て
投
資
す
る
と
い
う
経
済
構
造
が
で
き
て
い
る
。

　
一
方
、韓
国
は
足
下
の
経
済
は
順
調
だ
が
、１
０
年
位
前
ま
で
は
黒
字
と
赤

字
の
間
を
行
き
来
し
て
い
た
。豪
州
も
資
源
国
と
は
言
え
、原
油
は
採
れ
な
い

の
で
経
常
収
支
は
き
つ
い
。国
内
に
資
金
が
た
ま
ら
な
い
構
造
な
の
で
、国
内

に
お
金
を
止
め
、海
外
か
ら
投
資
を
呼
び
込
む
こ
と
に
注
力
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、日
本
と
韓
国・豪
州
と
で
は
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
使
う
政
府
側
の
置
か
れ
た

金
融
的
な
環
境
が
根
本
的
に
違
う
の
だ
。日
本
の
政
府
は
無
理
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と

い
う
道
具
を
使
わ
な
く
て
も
、簡
単
な
道
具
で
借
金
す
る
こ
と
が
で
き
る
。だ

が
、韓
国
、豪
州
で
は
政
府
が
工
夫
し
な
い
と
上
手
に
借
金
で
き
な
い
の
で
、Ｐ

Ｆ
Ｉ
を
積
極
的
に
使
う
動
機
が
あ
っ
た
わ
け
だ
。

　

窮
地
に
至
る
前
に
教
訓
を
活
か
せ

　

も
う
少
し
詳
し
く
見
る
と
、韓
国
で
は
１
９
９
７
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の

中
で
Ｐ
Ｐ
Ｉ
法（
日
本
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
）を
改
正
し
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
本
格
的
な
活
用
を

進
め
て
き
た
。い
わ
ば
、国
家
破
綻
の
瀬
戸
際
と
い
う
状
況
の
中
で
、国
を
ど
ん

な
資
金
で
支
え
る
べ
き
か
考
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、結
果
的
に
は
こ
れ
が
幸
い
し
た
。追
い
込
ま
れ
た
方
が
、何
が
必
要

か
が
明
確
と
な
り
、整
合
性
の
高
い
制
度
が
で
き
る
。通
貨
危
機
の
下
で
は
金

融
が
最
大
の
問
題
で
あ
っ
た
た
め
、金
融
に
最
大
限
配
慮
し
た
制
度
を
一
気
に

作
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

今
の
日
本
は
、窮
地
に
至
る
前
に
隣
国
の
経
験
を
教
訓
と
し
て
活
か
す
こ
と

が
問
わ
れ
て
い
る
。問
題
は
、追
い
込
ま
れ
る
前
に
制
度
を
変
え
よ
う
と
す
る
場

合
、１
つ
の
明
確
な
目
的
の
た
め
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
作
り
に
く
い
こ
と
か
ら一

発
で
制
度
を
変
え
ら
れ
ず
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
制
度
を
整
え
て
い
く
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。今
国
会
で
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
の
動
向

も
含
め
、今
後
、政
府
と
民
間
が
ど
う
い
う
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
の
か
が
、日
本

の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
将
来
を
左
右
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

不
可
欠
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
の
対
話

　

韓
国・豪
州
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
活
用
か
ら
日
本
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
い
。

そ
の
１
つ
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
の
対
話
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
を
う
ま
く
立
ち
上
げ
る
に
は
、市
場
側
で
も
受
け
手
と
な
る

プ
レ
ー
ヤ
ー
が
素
早
く
立
ち
上
が
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
場
合
、韓
国
の
よ
う

に
短
時
間
で
制
度
を
定
着
さ
せ
、大
き
な
事
業
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
し
て
行
け

ば
、金
融
市
場
も
眼
前
の
ニ
ー
ズ
に
容
易
に
即
応
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
が
、５
〜
１
０
年
か
け
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
小
さ
な
事
業
が
動
く

中
で
は
、金
融
市
場
が
求
め
る
ク
リ
テ
ィ
カ
ル・マ
ス（
注
）が
な
か
な
か
満
た
さ

れ
な
い
。金
融
市
場
が
全
力
で
乗
り
出
せ
る
局
面
が
い
つ
な
の
か
が
、メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
発
信
さ
れ
な
い
。

　

政
府
側
は
試
行
錯
誤
す
る
方
が
し
っ
く
り
く
る
だ
ろ
う
が
、そ
れ
に
つ
き
合

う
民
間
側
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
立
ち
上
が
ら
な
い
状
態
が
長
く
続
く
こ
と

に
は
耐
え
ら
れ
な
い
。そ
の
意
味
で
、両
者
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
い
か
に
折
り
合
い

を
つ
け
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

そ
の
鍵
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
の
声
を
拾
え
る
人
間
を
行
政
側
が
使
い
こ
な
せ
る

か
に
あ
る
。日
本
の
行
政
は
プ
ロ
パ
ー
主
義
で
内
部
で
完
結
さ
せ
よ
う
と
す
る

傾
向
が
強
い
の
で
、こ
の
種
の
話
は
行
政
だ
け
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
人
に
は

ピ
ン
と
来
な
い
。マ
ー
ケ
ッ
ト
と
の
対
話
と
い
う
観
点
か
ら
言
う
と
、プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ベ
ー
ス
で
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
以
前
に
人
材
ベ
ー
ス
で
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
が
必
要
だ
。行
政
の
意

識
が
相
変
わ
ら
ず
発
注
者
と
受
託
者
、民
間
に
は
作
業
さ
せ
る
だ
け
と
い
う

状
態
で
あ
れ
ば
対
話
へ
の
期
待
は
持
て
な
い
。Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
制
度
、政
策
を
作
る

と
こ
ろ
か
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
う
ま
く
巻
き
込
む
こ
と
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
本
質
は
ガ
バ
ナ
ン
ス

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
言
う
と
金
融
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
あ
る
が
、豪
州
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
話
す
と
、そ
の
本
質
は
ガ
バ
ナ
ン
ス（
運
営
の
仕
組
み
）で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。彼
ら
の
考
え
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
基
本
理
念
と
は
、政
府
が
納
税
者

の
側
に
立
っ
て
よ
り
良
い
調
達
を
行
政
の
現
場
に
求
め
て
行
く
こ
と
に
あ
る
。

　

た
し
か
に
、行
政
の
現
場
に
は
様
々
な
し
が
ら
み
が
あ
り
、新
し
い
調
達
、難

し
い
調
達
に
自
発
的
に
ト
ラ
イ
し
づ
ら
い
部
分
も
あ
る
が
、そ
う
い
う
緊
張
感

の
中
で
実
施
さ
れ
る
の
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
あ
り
、一定
の
緊
張
関
係
を
行
政
の
側
で
ど

う
作
り
上
げ
る
か
が
、よ
り
良
い
Ｐ
Ｆ
Ｉ
実
現
の
肝
に
な
る
、と
彼
ら
は
言
う
。

　

だ
か
ら
、従
来
の
よ
う
に
現
場
ベ
ー
ス
で
事
業
形
成
を
考
え
る
の
で
は
な

く
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
位
置
づ
け
を
一
歩
上
へ
上
げ
て
、行
政
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

中
で
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
う
ま
く
使
え
る
体
制
を
い
か
に
作
る
か
と
い
う
視
点
を
持

つ
必
要
が
あ
る
。日
本
で
は
従
来
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
限
定
的
な
目
的
の
た
め
に
極

め
て
テ
ク
ニ
カ
ル
に
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、豪
州
で
は
新
し
い
行
政
組
織
を

ど
う
使
っ
て
い
く
か
と
い
う
動
き
の
中
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
位
置
づ
け
て
い
る
わ
け

で
、問
題
意
識
の
レ
ベ
ル
が
違
う
の
だ
。

　

韓
国
で
も
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
効
い
て
い
る
。象
徴
的
な
の
が
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
専
門
で

所
管
す
る
国
の
研
究
機
関
Ｐ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ（
ピ
ー
マッ
ク
。日
本
で
言
う
財
務
省
の

外
郭
団
体
）の
存
在
で
あ
る
。民
間
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
約
４
０
人
を
非
公

務
員
型（
日
本
で
言
う
独
立
行
政
法
人
）の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
政
府

が
活
用
し
て
い
る（
図
）。

　

Ｐ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
韓
国
財
務
省
は
予
算
査
定
の
権
限
を

持
つ
の
で
、国
全
体
と
し
て
財
源
を
ど
う
有
効
に
使
う
か
、ま
さ
に
納
税
者

マ
イ
ン
ド
で
よ
り
良
い
調
達
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
流
れ
の
中
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の

専
門
家
組
織
を
位
置
づ
け
て
い
る
。さ
ら
に
韓
国
の
場
合
、財
務
大
臣
を
ヘ

ッ
ド
と
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
推
進
組
織
が
政
府
レ
ベ
ル
で
あ
り
、財
務
大
臣
が
音

頭
を
と
っ
て
、関
係
省
庁
の
次
官
級
を
す
べ
て
巻
き
込
ん
だ
形
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を

推
進
し
て
い
る
。

　

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
重
視
で
効
率
性
上
昇

　

個
別
の
事
例
か
ら
学
べ
る
こ
と
も
多
い
。た
と
え
ば
、韓
国
の
ソ
ウ
ル
市
営

新局面を迎える日本のＰＰＰ
幅広い分野で活用進む韓国・豪州に学べ

野村総合研究所
未来創発センター　第三戦略研究室

主任研究員　福田 隆之氏

図：韓国におけるPPP ・ PFI実施体制

PPP・PFI専門
セクション

各省庁・自治体 企画財政部

事業所管
セクション

開発研究院
PIMAC

民間企業 アドバイザー

予算審査で
PPPの検証を
義務付け

（150億円以上）

実行
支援

実行
支援

事業提案

・約40名のPPP専従職員を抱える
・各省庁／自治体へのアドバイザリー業務を担当
・複数の案件に継続して関わることでノウハウを蓄積
．民間からも経験者を雇用
・主に金融／財務面を担当

・約40名のPPP専従職員を抱える
・各省庁／自治体へのアドバイザリー業務を担当
・複数の案件に継続して関わることでノウハウを蓄積
．民間からも経験者を雇用
・主に金融／財務面を担当

出所：福田氏提供資料
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９
８
０
年
前
後
に
米
国
ニュ
ー
ヨ
ー
ク

で
３
つ
の
橋
が
崩
落
し
か
け
る
と
い

う
事
故
が
相
次
い
だ
。原
因
は
い
ず
れ
も
老

朽
化
で
、３
つ
の
橋
は
１
９
３
０
年
代
の
ニュ
ー

デ
ィ
ー
ル
政
策
の
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
っ

た
。米
国
政
府
は
ガ
ソ
リ
ン
税
率
を
引
き
上

げ
て
社
会
資
本
の
更
新
に
取
り
組
ん
だ
。

　

日
本
は
大
丈
夫
な
の
か
。実
は
、日
本
で
も

す
で
に
崩
落
し
た
り
使
用
停
止
に
な
っ
て
い
る

橋
が
相
当
数
あ
る
。死
亡
事
故
な
ど
重
大
事

故
に
至
っ
て
い
な
い
た
め
報
道
さ
れ
な
い
だ
け

で
、橋
以
外
に
も
水
道
管
の
破
裂
や
学
校
の

外
壁
落
下
な
ど
、老
朽
化
に
起
因
す
る
事
故

は
多
い
。

　

で
は
、な
ぜ
日
本
で
は
対
応
が
遅
れ
て
い
る

の
か
。原
因
は
４
つ
あ
る
。ま
ず
、認
識
不
足
。

老
朽
化
の
現
状
、そ
の
対
策
費
用
な
ど
に
つ
い

て
の
情
報
が
な
い
。次
に
、国
家
へ
の
責
任
転

嫁
。そ
も
そ
も
、公
共
投
資
は
国
が
主
導
し

た
の
だ
か
ら
、国
の
責
任
で
対
処
す
べ
き
と
い

う
主
張
が
代
表
例
で
あ
る
。３
つ
め
は
市
民
へ

の
責
任
転
嫁
。市
民
が
希
望
し
た
か
ら
建
設

し
た
と
い
う
考
え
方
。最
後
が
聖
域
主
張
で

あ
る
。実
は
こ
れ
が一番
多
い
。総
論
で
は
分
か

る
が
、学
校
は
別
、図
書
館
は
別
と
い
う
主
張

で
、結
局
何
も
調
整
で
き
な
い
ま
ま
、公
共
投

資
が
肥
大
化
し
て
い
く
。

朽
化
の
現
実
を
正
し
く
認
識
す
る

た
め
に
は
、数
字
を
見
る
必
要
が

あ
る
。公
共
投
資
の
ス
ト
ッ
ク
は
増
え
る
一
方

で
、国
と
地
方
の
合
計
は
約
４
５
０
兆
円（
土

地
を
除
く
）に
も
の
ぼ
る
。そ
の
す
べ
て
が
減

価
償
却
対
象
の
固
定
資
産
で
あ
り
、い
ず
れ

は
更
新
が
必
要
と
な
る
も
の
で
あ
る
。最
大

５
０
年
を
か
け
て
更
新
す
る
と
し
た
ら
、毎

年
９
兆
円
が
必
要
と
な
る
計
算
だ
。

　

公
共
投
資
に
は
８
０
年
代
前
半
か
ら
毎
年

約
２
０
兆
円
が
費
や
さ
れ
、バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

景
気
対
策
時
に
は
４
０
兆
円
規
模
で
集
中
投

資
さ
れ
た
。そ
の
後
は
激
減
し
た
が
、こ
こ
で

大
き
な
誤
り
が
あ
っ
た
。更
新
投
資
を
忘
れ

た
の
だ
。つ
ま
り
、放
置
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

で
は
、更
新
投
資
に
は
ど
の
位
の
資
金
が
必

要
な
の
か
。昨
年
４
月
に
内
閣
府
Ｐ
Ｆ
Ｉ
委
員

会
で
試
算
し
た
必
要
額
は
年
間
約
８
兆
円
。

だ
が
、公
共
投
資
予
算
は
約
２
０
兆
円
で
、こ

の
う
ち
更
新
投
資
分
は
２
兆
円
し
か
な
く
差

引
６
兆
円
が
不
足
す
る
。つ
ま
り
、現
在
、２
０

兆
円
し
か
な
い
予
算
を
２
６
兆
円
に
増
や
し

た
上
で
、こ
の
先
５
０
年
間
に
わ
た
り
維
持
し

続
け
な
け
れ
ば
イ
ン
フ
ラ
が
機
能
し
な
く
な

る
わ
け
だ
。し
か
し
、だ
か
ら
と
言
っ
て
、今

後
、予
算
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

地
方
で
は
福
祉・介
護
の
た
め
の
扶
助
費
支
出

が
増
え
る
中
、税
収
は
減
っ
て
い
る
た
め
、公
共

投
資
予
算
を
削
って
い
る
か
ら
だ
。

　

し
た
が
っ
て
、２
０
兆
円
の
予
算
を
２
６
兆

円
に
増
や
す
の
で
は
な
く
、２
０
兆
円
で
２
６

兆
円
分
の
仕
事
を
す
る
、つ
ま
り
生
産
性
を

平
均
３
０
％
上
げ
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。そ

れ
に
は
、ど
う
し
て
も
民
間
の
知
恵
が
必
要

と
な
る
。減
少
す
る
予
算
で
増
加
す
る
需
要

を
賄
う
に
は
、民
間
事
業
者
の
協
力
が
必
要

不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。

っ
と
も
、日
本
全
体
で
何
兆
円
足
り

な
い
と
言
っ
て
も
漠
然
と
し
て
お

り
、実
感
が
湧
か
な
い
。ま
ず
は
、地
域
ご
と
に

社
会
資
本
の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、図
は
埼
玉
県
宮
代
町
の
２
０
６

０
年
ま
で
の
毎
年
の
公
共
施
設（
イ
ン
フ
ラ
を

含
む
）の
更
新
投
資
必
要
額
を
示
し
た
も
の

１

老

も

な
ぜ
老
朽
化
へ
の

対
応
が
遅
れ
る
の
か

生
産
性
向
上
に

民
間
の
知
恵
を

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
失
敗
の

原
因
と
は

社
会
資
本
の
更
新
問
題
解
決
に
向
け

瀬
戸
際
の
今
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
活
用
せ
よ

《
N
E
X
T 

J
A
P
A
N
へ
の
提
言
》

東洋大学経済学部
大学院経済学研究科
公民連携専攻主任　
教授

根本 祐二氏

地
下
鉄
９
号
線
、釜
山
新
港
Ｐ
ｈａｓｅ
１
で
は
、い
ず
れ
も
金
融
と
と
も
に
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
意
識
が
強
く
働
い
て
い
る
。

　

実
は
、も
と
も
と
韓
国
に
は
民
間
鉄
道
が
な
く
、民
鉄
経
営
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
い
な
か
っ
た
。だ
か
ら
、地
下
鉄
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
１
つ
の
狙
い
は
、民
鉄
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
、実
績
を
持
つ
人
を
育
て
る
こ
と
に
あ
っ
た
。そ
こ
で
、仏
系
で
欧
州
最
大
の
公

共
交
通
企
業
ベ
オ
リ
ア・ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
を
招
聘
し
た
。こ
の
ベ
オ
リ
ア
と
現
代

（
ヒュン
ダ
イ
）ロ
テ
ム（
韓
国
の
車
輌
メ
ー
カ
ー
）と
の
間
で
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー

を
組
ま
せ
て
、国
内
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
能
力
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

釜
山
新
港
Ｐ
Ｐ
Ｐ
で
も
、Ｕ
Ａ
Ｅ
最
大
の
港
湾
管
理
会
社
ド
バ
イ・ポ
ー
ト

ワ
ー
ル
ド
に
運
営
を
任
せ
た
。そ
の
際
も
、サ
ム
ソ
ン
や
韓
進（
ハン
ジ
ン
）、国
内
の

海
運
会
社
に
も
投
資
を
さ
せ
て
ノ
ウ
ハ
ウ
、人
脈
を
作
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

金
融
だ
け
で
な
く
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
レ
ベ
ル
で
、い
か
に
、最
新
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

国
内
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
移
植
し
一
緒
に
運
営
し
て
い
く
か
を
意
識
し
て
動
く
。

そ
こ
に
は
、利
用
者
に
対
し
て
、よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に
提
供
し
て
い
く

か
、産
業
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
を
い
か
に
競
争
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
か
と
い

う
強
い
意
志
が
読
み
と
れ
る
。

　

競
争
を
通
じ
て
イ
ン
フ
ラ
の
質
を
上
げ
る

　

そ
の
結
果
、ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
て
国
内
の
競
争
相
手
と
も
比
較
で
き
る
の

で
、国
内
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
と
っ
て
も
刺
激
に
な
る
。９
号
線
は
ソ
ウ
ル
市
内
の
全

交
通
機
関
を
対
象
に
し
た
満
足
度
調
査
で
１
位
と
な
り
、既
存
の
公
営
バ
ス・

地
下
鉄
よ
り
も
優
れ
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。し
か
も
、

そ
の
要
員
は
国
内
の
既
存
の
公
営
地
下
鉄
の
半
分
で
済
ん
で
い
る（
表
）。す
る

と
、公
営
も
も
っ
と
努
力
で
き
る
の
で
は
と
い
う
こ
と
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ

る
。そ
う
い
う
競
争
を
通
じ
て
イ
ン
フ
ラ
の
質
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

豪
州
で
も
同
様
で
あ
る
。１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
国
内
主
要
空
港
す
べ
て

を
民
営
化
し
た
が
、そ
の
時
に
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
参
加
さ
せ
た
。た

と
え
ば
メ
ル
ボ
ル
ン
空
港
の
場
合
、資
金
は
国
内
の
イ
ン
フ
ラ
フ
ァ
ン
ド
を
通
じ

て
年
金
基
金
が
出
し
た
が
、オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
は
、ロ
ン
ド
ン・ヒ
ー
ス
ロ
ー

空
港
を
経
営
す
る
英
国
の
民
間
会
社
Ｂ
Ａ
Ａ
に
任
せ
た
。Ｂ
Ａ
Ａ
を
入
れ
て
事

業
価
値
を
高
め
、そ
の
分
の
恩
恵
は
国
内
の
投
資
家
に
還
元
さ
れ
る
と
い
う
構

図
だ
。要
は
、外
国
企
業
と
い
か
に
う
ま
く
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
す
る
か
に
あ
る
。

　

チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
新
た
な
局
面
へ

　

今
後
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
改
正
に
よ
っ
て
新
し
い
制
度
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、日
本
の

Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
。今
ま
で
は
そ
れ
が
ビ
ジ
ネ
ス

に
な
る
の
か
不
明
だ
っ
た
の
で
、誰
も
交
通
整
理
を
す
る
経
済
的
動
機
を
持
っ

て
い
な
か
っ
た
が
、今
後
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
期
待
す
る
人
が
、新
制
度
を

使
い
な
が
ら
ど
う
さ
ば
い
て
い
く
か
が
鍵
と
な
る
。

　

時
代
背
景
と
し
て
は
チ
ャ
ン
ス
だ
。財
政
状
況
も
非
常
に
厳
し
い
中
、イ

ン
フ
ラ
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
と
い
う
考
え
方
も
浸
透
し
て
き
て
い
る
。１
つ

１
つ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
材
料
を

い
か
に
組
み
立
て
て
絵
を
描

き
、世
の
中
に
出
し
て
い
け
る

の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

表：人員配置面から見たソウル地下鉄９号線の効率性

韓国国内
公営地下鉄

営業距離（A）

人員数（B）

（B）／（A）

152.0Km

6,436人

42.3人

129.9Km

5,788人

44.6人

27.0Km

603人

22.3人

日本国内
某公営地下鉄 9号線

出所：現代ロテム社資料、地方公営企業年間より

（
注
）ク
リ
テ
ィ
カ
ル・マ
ス

あ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
率
が
一
気
に

跳
ね
上
が
る
た
め
の
分
岐
点
と
な
っ
て
い
る

普
及
率
。

2002年に早稲田大学卒業後、株式会社野
村総合研究所入社。専門は財政制度・金融・
PPP・PFI。入社以来、国内外のPPP・PFI
事業に関する政府・投資家向けアドバイザ
リー業務に従事。国土交通省成長戦略会議
の委員としてPFI法改正やインフラファンドの
活用に関する提言作成に関わる。その他、国
土交通省空港運営のあり方に関する検討会
など、国・自治体のPPP・PFIやインフラファ
ンド、財政運営に関する複数の委員会委員も
務める。主な著書は『政府系ファンド入門』
（共著、日経BP社）、『入門インフラファンド』
（共著、東洋経済新報社）

福田　隆之（Takayuki Fukuda）



Next JapanNext Japan

1415

だ
が
、こ
う
し
た
実
態
を
描
き
、将
来
の
投
資

額
、そ
の
う
ち
の
民
間
資
金
の
割
合
を「
見
え

る
化
」す
る
こ
と
。そ
の
上
で
、基
本
的
に
は

投
資
額
を
減
ら
し
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
始
め
と
す
る
Ｐ

Ｐ
Ｐ
を
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

そ
の
際
に
は
、過

去
の
失
敗
を
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。す
な
わ
ち
、本

来
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
内
容
、

規
模
、時
期
な
ど
は

官
民
の
対
等
な
力

関
係
の
下
で
決
め
ら

れ
る
べ
き
な
の
だ

が
、こ
れ
ま
で
は
す

べ
て
官
が
決
め
て
き

た
。本
来
、民
間
が

得
意
な
こ
と
を
Ｐ
Ｐ

Ｐ
に
す
べ
き
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

官
が
不
得
意
な
こ

と
を
民
間
に
で
き

る
か
ど
う
か
を
考

え
ず
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
し

て
し
ま
っ
た
。こ
れ

が
失
敗
の
原
因
だ
。

　
つ
ま
り
、本
質
的
な
失
敗
の
原
因
は
、民
間

で
で
き
る
も
の
を
民
に
や
ら
せ
な
い
で
官
の
直

営
で
や
る
、あ
る
い
は
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
で
き
る
の
に

指
定
管
理
者
で
や
る
と
いっ
た
形
で
、で
き
る

だ
け
官
の
側
に
事
業
を
と
ど
め
て
お
く
こ
と

に
あ
る
。ま
た
、見
か
け
は
Ｐ
Ｐ
Ｐ
で
も
、所
有

権
、事
業
権
は
官
が
保
有
し
た
ま
ま
、運
営
だ

け
民
に
任
せ
る
業
務
委
託
型
の
も
の
が
多
く

な
る
。そ
の
結
果
、無
駄
に
税
金
が
投
入
さ
れ

た
り
、Ｖ
Ｆ
Ｍ（
注
１
）は
低
下
し
て
い
る
の
に

官
が
自
分
で
決
め
て
、自
分
で
や
る
と
い
う
こ

と
が
現
行
の
制
度
上
は
で
き
て
し
ま
う
。こ

れ
が一番
の
問
題
な
の
だ
。

う
し
た
制
度
上
の
不
備
を
改
善
す

べ
く
、現
在
、進
め
ら
れ
て
い
る
Ｐ
Ｆ

Ｉ
法
改
正
の
中
で
は
、コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式

（
注
２
）に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。だ
が
、こ
れ

も
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
選
択
肢
が
増
え
る
だ
け
で
、官
が

そ
の
活
用
を
た
め
ら
え
ば
効
果
は
期
待
で
き

な
い
。要
は
、法
律
の
問
題
で
は
な
く
意
識
の

問
題
な
の
で
あ
る
。

　

実
は
、現
行
法
の
下
で
も
工
夫
次
第
で
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
。官
の
決
定
権
問
題
に

し
て
も
、官
だ
け
で
考
え
る
か
ら
お
か
し
な
こ

と
に
な
る
わ
け
で
、知
恵
を
補
完
す
れ
ば
い

い
。民
間
に
提
案
を
求
め
る
の
だ
。そ
れ
も
、

特
定
の
民
間
で
は
な
く
広
く
公
募
す
る
。

　

た
と
え
ば
、千
葉
県
我
孫
子
市
や
神
奈
川

県
藤
沢
市
な
ど
で
は
、自
治
体
が
行
う
す
べ

て
の
事
業
を
対
象
に
民
間
が
提
案
を
行
う
制

度
が
運
用
さ
れ
て
い
る
。最
後
は
官
が
決
め
る

が
、決
め
る
に
あ
た
って
の
選
択
肢
が
増
え
、採

用
さ
れ
な
い
場
合
は
、そ
の
理
由
を
公
開
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。特
定
の
事
業
に
つ
い
て
の

み
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
提
案
を
求
め
た
場
合
、官
が
出
し

た
く
な
い
も
の
を
出
さ
な
い
可
能
性
が
あ
る

の
で
、こ
の
全
事
業
提
案
方
式
は
有
効
だ
。こ

う
し
た
民
間
提
案
の
導
入
に
よ
っ
て
、官
の
決

定
権
問
題
も
極
力
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

　

要
は
、公
共
投
資
の
意
思
決
定
の
仕
組
み

の
中
に
、い
か
に
官
の
独
占
を
排
除
し
て
、民

間
事
業
者
や
市
民
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
か

と
い
う
民
主
主
義
の
問
題
な
の
で
あ
る
。民
間

事
業
者
に
よ
る
公
共
事
業
と
し
て
期
待
さ
れ

た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
案
件
が
、当
初
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
出

て
こ
な
い
の
も
、民
主
主
義
が
未
熟
だ
か
ら

で
、法
を
改
正
し
て
も
民
主
主
義
が
守
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。そ
れ
ぞ
れ
の
意
識
が
問
題
な

の
で
あ
る
。

　

市
民
や
民
間
は
行
政
に
多
く
の
施
設
や
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
、行
政
は
必
要
性
や
コ
ス

ト
に
対
す
る
精
査
が
曖
昧
だ
っ
た
。地
域
社

会
は
今
ま
で
そ
う
い
う
構
造
の
中
で
成
り

立
っ
て
き
た
が
、そ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
変
え
な
い

限
り
、官
だ
け
叩
い
て
も
無
駄
だ
。民
間
が
知

恵
を
出
し
、市
民
も
自
分
で
で
き
る
こ
と
を

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。こ
こ
ま
で
財

政
問
題
が
深
刻
化
し
て
き
た
以
上
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を

最
大
限
活
用
す
る
し
か
な
い
わ
け
で
、今
が

そ
の
瀬
戸
際
で
あ
る
。

　
会
資
本
の
更
新
問
題
の
解
決
に

は
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
Ｂ
Ｓ
）改
革

が
不
可
欠
だ
。国
も
地
方
も
負
債
の
残
高

が
多
い
中
で
、社
会
資
本
の
更
新
問
題
は
、

今
は
負
債
に
計
上
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り

か
、今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
可
能
性
が
あ

る
か
ら
だ
。

　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
制
度
で
言
う
と
、Ｂ
Ｓ
改
革
に

貢
献
す
る
手
法
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
あ
る
。今
は
、資
産
を
移
転
で
き
る

の
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
だ
け
で
あ
り
、指
定
管
理
者

制
度
や
業
務
委
託
は
資
産
を
持
ち
続
け

る
の
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
改
革
に
は
な
る

が
、Ｂ
Ｓ
改
革
に
は
な
ら
な
い
。そ
の
点
、コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
は
事
業
を
売
却
す
れ
ば

収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
、負
債
を
減
ら

す
事
が
で
き
る
。だ
か
ら
、今
後
は
、Ｐ
Ｆ

Ｉ
や
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
よ
う
な
Ｂ
Ｓ

改
革
に
貢
献
す
る
事
業
権
移
転
型
の
Ｐ
Ｐ

Ｐ
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
、奈
良
県
の「
養
徳
学

舎
」（
県
民
子
弟
用
の
学
生
寮
、東
京
都
文

京
区
）が
あ
る
。老
朽
化
し
た
学
舎
の
建

替
え
に
際
し
、県
は
資
金
負
担
な
し
で
の

建
替
え
と
余
剰
地
の
自
由
な
使
用
を
条

件
に
民
間
公
募
し
た
。採
用
さ
れ
た
の
は
、

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
５
０
年
間
定
期
借
地
し
、

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
・
運
営
す
る
と
い

う
提
案
だ
。こ
れ
に
よ
っ
て
発
生
す
る
期

待
賃
料
の
一
部
を
学
舎
の
建
設
費
に
充
て
、

県
は
新
し
い
学
舎
を
無
償
で
得
る
と
い
う

仕
組
み
が
で
き
あ
が
っ
た
。こ
の
場
合
、余

剰
地
の
存
在
が
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
可
能
に
し
た
。

こ
う
し
た
、公
共
施
設
の
余
剰
地
で
不
動

産
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
と
い
う
パ
タ
ー
ン
だ

け
で
も
相
当
数
が
あ
る
は
ず
だ
。

Ｐ
Ｐ
の
需
要
は
海
外
に
も
広
がって
い

る
。特
に
、ア
ジ
ア
の
新
興
国
の
イ
ン

フ
ラ
需
要
は
７
５
０
兆
円
、そ
の
う
ち
の
８
０
〜

９
０
％
は
民
間
資
金
で
賄
う
必
要
が
あ
る
と
さ

れ
、大
き
な
Ｐ
Ｐ
Ｐ
需
要
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

新
興
国
の
多
く
は
ゼ
ロ
か
ら
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
進
め
る
。つ
ま
り
、白
紙
の
状
態
か
ら
絵
を

描
く
わ
け
だ
が
、そ
う
い
う
状
態
か
ら
短
期

間
に
集
中
し
て
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
た
国
は
、

世
界
で
も
日
本
だ
け
で
あ
る
。だ
か
ら
、今
の

日
本
が
真
っ
白
な
キ
ャ
ン
バ
ス
を
与
え
ら
れ
た

ら
、ど
の
よ
う
に
し
て
地
域
を
作
っ
て
い
く
か

と
い
う
ハ
ー
ド
的
な
絵
は
十
分
に
描
け
る
と

思
う
。そ
う
し
た
取
り
組
み
を
新
興
国
で
進

め
る
こ
と
は
、決
し
て
お
か
し
な
こ
と
で
は
な

い
。ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
大
き
い
。日
本
も
国

内
の
整
備
と
ア
ジ
ア
進
出
を
両
輪
と
し
て
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

震
災
後
に
、以
下
補
足
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。「
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、予
測
困
難

な
天
災
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、確
実
に

予
見
で
き
る
イ
ン
フ
ラ・公
共
施
設
の
老
朽
化

問
題
に
対
す
る
方
策
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る

が
、防
災
や
環
境
性
能
を
高
め
る
た
め
に
も
維

持
更
新
投
資
負
担
を
軽
く
す
る
工
夫
が
必
要

で
あ
り
、両
方
の
視
点
は
同
じ
で
あ
る
。」

（
注
１
）

V
a
l
u
e 

F
o
r 

M
o
n
e
y
。公
共
の
財
政
負
担

（
M
o
n
e
y
）に
対
し
て
最
も
価
値
あ
る
サ
ー
ビ
ス

（
V
a
l
u
e
）を
供
給
す
る
と
い
う
考
え
方
。

（
注
2
）コ
ン
セ
ッ
シ
ョン
方
式

国
や
地
方
自
治
体
が
、道
路・空
港・鉄
道
な
ど
様
々
な
公
共

施
設
に
対
す
る
所
有
権
を
有
し
た
ま
ま
、開
発
や
運
営
に
関

す
る
事
業
権
を
民
間
事
業
者
に
譲
る
仕
組
み
の
こ
と
。

社

P こ

根本祐二（YUJI NEMOTO）
1978年、日本開発銀行（現・日本政策投資銀行）入行。経済企画庁調
査員、設備投資研究所主任研究員、ブルッキングス研究所客員研究員、
地域企画部長などを経て、2006年4月より現職。内閣府PFI推進委員、
国土審議会特別委員等も兼務。著書に『朽ちていくインフラ　～忍び寄
るもうひとつの危機～』（日本経済新聞、2011年5月刊行予定）がある。

法
制
度
よ
り
も

官
民
の
意
識
が
問
題

Ｂ
Ｓ
改
革
に

貢
献
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を

国
内
外
両
輪
で
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
を

養徳学舎（東京都文京区）

図：埼玉県宮代町の今後50年間の社会資本の更新投資の所要額推移
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日
本
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、2
年
間
に
わ

た
る
取
り
組
み
と
し
て
３
０
０
０
億
円
を

総
額
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
対
象

と
な
る
の
は
、❶
地
域
・
生
活
、❷
環
境
、❸

も
の
づ
く
り
、❹
イ
ン
フ
ラ（
社
会
基
盤
）、

❺
海
外
・
事
業
再
編（
Ｍ
＆
Ａ
等
）の
５
分

野
で
、雇
用
へ
の
貢
献
度
も
踏
ま
え
つ
つ
、

地
域
の
金
融
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら

融
資
を
行
う
。

　

利
用
資
格
は
、国
内
に
所
在
し
、Ｄ
Ｂ
Ｊ

が
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
定
め
る
要
件
に

該
当
す
る
お
客
様
。資
金
使
途
は
設
備
投

資
資
金
、運
転
資
金
等
で
、借
入
期
間
は

原
則
１
〜
７
年
程
度
と
な
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
創
設
の
背
景
に
あ
る
の
は
、

日
本
経
済
の
成
長
を
よ
り
強
く
後
押
し

し
た
い
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

　

日
本
の
経
済
・
金
融
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
が
、足

下
の
日
本
経
済
の
状
況
に
は
徐
々
に
回
復

の
兆
し
が
み
ら
れ
、新
た
な
成
長
へ
の
端
境

期
に
差
し
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、お
客
様
の
成
長
に
向
け

た
努
力
を
Ｄ
Ｂ
Ｊ
な
り
に
側
面
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

融
資
対
象
と
な
る
５
つ
の
分
野
は
、Ｄ
Ｂ

Ｊ
が
政
府
系
金
融
機
関
だ
っ
た
時
代
か

ら
業
務
の
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

分
野
で
あ
り
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
と
っ
て
は
、い
わ

ば〝
得
意
分
野
〞と
言
え
る
。
そ
れ
だ
け

に
、各
分
野
で
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
当

に
日
本
の
成
長
に
資
す
る
も
の
な
の
か
を

念
頭
に
置
き
、資
金
を
提
供
す
る
仕
組
み

と
し
て
い
る
。

　

日
本
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、ス
タ
ー
ト

直
後
か
ら
多
く
の
融
資
期
待
が
寄
せ
ら

れ
た
。そ
の
た
め
、開
始
か
ら
３
か
月
後
の

昨
年
１
０
月
に
は
、そ
の
取
り
組
み
を
さ

ら
に
強
化
す
る
た
め
、資
金
総
額
を
４
０

０
０
億
円
に
増
額
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

見
て
み
よ
う
。

　

今
年
2
月
末
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た

2
0
1
0
年
度
の
融
資
期
待
は
約

2
0
0
件
、総
額
３
０
０
０
億
円
に
達
し

て
い
る
。
分
野
別
に
見
る
と
、地
域
・
生
活

４
１
件（
構
成
比
２
０
．９
％
、以
下
同
）・３

５
４
億
円（
１
１
．６
％
）、環
境
４
４
件（
２

５
分
野
を
対
象
に

資
金
面
か
ら
支
援
す
る

融
資
期
待
の
多
さ
に
応
え

資
金
総
額
を

４
千
億
円
に
増
額

ＤＢＪ成長支援プログラム
（日本元気プログラム）

── 日本経済の着実な成長を資金面から支援 ──

　リーマンショックに端を発する歴史的な経済危機から脱し、経済の回復を模索している
日本経済。その回復の流れをより確かなものとするために、政府は昨年６月に新成長戦略
を策定、日本銀行も成長基盤強化に向けて新たな資金供給の枠組みである「新貸付
制度」を整えた。こうした動きに併せて日本政策投資銀行（ＤＢＪ）も昨年７月、日本経済の
着実な成長を資金面から一層サポートするための独自の支援体制を構築した。「ＤＢＪ
成長支援プログラム（通称：日本元気プログラム、以下同）」が、それだ。

Scenes of Solution 

16

日本元気
プログラムプ ム

1
2

34

5

インフラ成長プログラム
社会インフラの成長基盤強化を支援するため、そ
の必要な資金をご融資するものです。

・防災格付プログラム
・インフラ整備プログラム

地域・生活

環境

ものづくりインフラ
（社会基盤）

海外・
事業再編
（M&A等）

グローバル成長プログラム
アジア諸国等への海外展開や企業買
収等の事業再編を促進するため、その
必要な資金をご融資するものです。

・アジア展開支援プログラム
・事業再編支援プログラム

グリーン成長プログラム
環境・エネルギー関連の取り組みを支
援するため、その必要な資金をご融資
するものです。

・環境格付プログラム
・環境取組支援プログラム

リージョナル成長プログラム
地域における成長基盤強化への取り組みを支援するた
め、その必要な資金をご融資するものです。

・地域元気プログラム　・地域成長基盤強化プログラム

テクノロジー成長プログラム
製造業において成長基盤強化の取り組みを支援
するため、その必要な資金をご融資するものです。

・ものづくりニッチトッププログラム
・ものづくり成長基盤強化プログラム
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２
．４
％
）・
８
８
４
億
円

（
２
９
．０
％
）、も
の
づ
く

り
４
４
件
（
２
２
．４

％
）・
５
２
７
億
円（
１
７
．

３
％
）、イ
ン
フ
ラ
５
８
件

（
２
９
．６
％
、）・
８
５
８

億
円（
２
８
．２
％
）、海

外
・
再
編
９
件（
４
．６
％
）・

４
２
５
億
円（
１
３
．９
％
）

と
な
っ
て
い
る（
図
１
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、実
際

の
融
資
実
績
は
１
２
９

件
、
総
額
１
７
４
５
億

円
。
業
種
別
で
は
、製
造

業
５
４
件（
４
１
．９
％
）・

４
６
１
億
円
（
２
６
．４

％
）、非
製
造
業
７
５
件

（
５
８
．１
％
）・
１
２
８
４

億
円（
７
３
．６
％
）と
な
っ
て
い
る（
図
２
）。

　

ま
た
、実
績
を
お
客
様
の
本
社
所
在
地

別
に
見
る
と
、首
都
圏
が
６
１
件（
４
７
．３

％
）・
１
１
４
４
億
円（
６
５
．５
％
）と
も
っ

と
も
大
き
く
、次
い
で
関
西
地
域
３
６
件

（
２
７
．９
％
）・４
０
７
億
円（
２
３
．３
％
）、

北
関
東
甲
信
地
域
８
件（
６
．２
％
）・４
９

億
円（
２
．８
％
）と
続
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、企
業
規
模
別
社
数
で
は
、中

堅
大
企
業
９
１
．４
％
、中
小
企
業（
資
本

金
３
億
円
以
下
）８
．６
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
仕
組
み
を
検
討
す
る
過

程
で
は
、ど
の
分
野
を
重
点
対
象
に
す
る

の
か
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
た
。他
方
、

企
業
の
成
長
に
対
す
る
取
り
組
み
は
多
岐

に
わ
た
る
こ
と
も
事
実
な
の
で
、そ
れ
ら
の

企
業
の
多
様
な
取
り
組
み
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
よ
う
対
象
分
野
を
幅
広
く
設
定

す
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
始
後
は
、こ
う
い
っ

た
取
り
組
み
を
既
に
お
取
引
の
あ
る
お

客
様
を
始
め
多
く
の
企
業
に
ご
紹
介
す

る
こ
と
を
通
じ
、企
業
の
成
長
要
因
や

今
求
め
て
い
る
ニ
ー
ズ
を
知
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
。

　

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
に
共
感
頂
い

た
既
に
お
取
引
の
あ
る
お
客
様
に
ご
利

用
頂
い
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
新
た
な
お

客
様
と
の
出
会
い
を
得
ら
れ
た
こ
と

は
、プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

た
日
本
経
済
の
底
上

げ
効
果
の
一
つ
と
い
え

よ
う
。

　

今
後
、さ
ら
に
ご
利

用
実
績
が
積
み
上
が
れ

ば
、
各
分
野
に
お
け
る

新
し
い
傾
向
や
特
に
注

目
す
べ
き
分
野
が
見
え

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、今
は

対
象
と
な
っ
て
い
な
く
て

も
、
将
来
に
向
け
て
支

援
す
べ
き
分
野
も
あ
る

と
思
わ
れ
、こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
運
用
成
果
を
新

た
な
業
務
の
切
り
口
の

見
極
め
に
活
か
せ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

　

融
資
の
現
場
で
の
お
客
様
と
の
対
話

の
中
か
ら
、経
済
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
し
い

動
き
を
捉
え
、そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
は
金
融
機
関
の
基
本
的
な
役
割
で

あ
る
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
今
後
も
引
き
続
き
、

こ
う
し
た
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
日
本
経

済
の
成
長
に
貢
献
す
る
企
業
を
積
極
的

に
応
援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

運
用
成
果
を
次
に
活
か
す

出所：日本政策投資銀行

出所：日本政策投資銀行

日
本
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
事
例
1　
【
イ
ン
フ
ラ
】

　

住
江
織
物
は
イ
ン
テ
リ
ア
業
界
に
お
け
る

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
企
業
と
し
て
、高
い
技
術
力
と

製
品
開
発
力
を
有
す
る
イ
ン
テ
リ
ア
フ
ァ
ブ

リ
ク
ス
の
総
合
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
使
用
済

み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
再
生
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

チ
ッ
プ
と
ピ
ュ
ア
チ
ッ
プ
を
原
料
と
し
た
再
生

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維「
ス
ミ
ト
ロ
ン
®
」や
、リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
鉄
道
車
両

用
シ
ー
ト
ク
ッ
シ
ョ
ン
材「
ス
ミ
キ
ュ
ー
ブ
®
」な
ど
、環
境
に
配
慮
し
た
商
品

を
積
極
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、化
学
反
応
と
触
媒
作
用
で
ホ
ル
ム
ア
ル

デ
ヒ
ド
を
は
じ
め
、生
活
臭
を
吸
着
し
、無
害
な
成
分
に
分
解
し
て
消
臭
す

る「
ト
リ
プ
ル
フ
レ
ッ
シ
ュ
®
」消
臭
加
工
を
施
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
内
装
材
な

ど
を
独
自
開
発
し
製
品
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
、災
害
発
生
時
に
お
け
る
事
業
継
続
へ
向
け
た
取
り
組
み
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
開
放
、水
資
源
の
提
供
な
ど
に
よ
る
近
隣
地
域
と
の
連
携
、防
災
製

品
の
開
発
な
ど
積
極
的
な
防
災
対
策
を
推
進
し
て
い
る
。

　

今
回
の
イ
ン
フ
ラ
成
長
プ
ロ
グ
ラ
ム（
防
災
格
付
プ
ロ
グ
ラ
ム
）で
は
、防
炎

対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
防
災
格
付（
注
）を
取
得
し
た
同
社

の
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
高
く
評
価
し
、資
金
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
た
。な

お
、同
社
は
０
８
年
９
月
に
最
高
ラ
ン
ク
の
環
境
格
付
を
取
得
し
て
お
り
、

環
境
格
付
と
防
災
格
付
双
方
を
取
得
し
た
関
西
で
最
初
の
企
業
で
あ
る
。

（
注
）Ｄ
Ｂ
Ｊ
防
災
格
付
融
資
：
防
災
に
対
す
る
取
り
組
み
の
優
れ
た
企
業
を
評
価
・
選
定
し
、当

該
企
業
の
防
災
対
策
事
業
に
優
遇
金
利
で
融
資
を
行
う
と
い
う「
防
災
格
付
」の
手
法
を
導
入
し

た
世
界
初
の
融
資
メ
ニ
ュ
ー
。

011

住
江
織
物
株
式
会
社

│
│
防
災
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
評
価

日
本
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
事
例
2　
【
も
の
づ
く
り
】

　

朝
日
ラ
バ
ー
は
、
車
載
照
明
や
特
殊
照
明
に
使
用
さ
れ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
向
け

の
彩
色
用
ゴ
ム
で
独
占
的
な
市
場
シ
ェ
ア
を
有
す
る
ほ
か
、
医
療
用
ゴ
ム
製

品
な
ら
び
に
工
業
用
ゴ
ム
製
品
を
製
造
販
売
す
る
、
も
の
づ
く
り
ニ
ッ
チ

ト
ッ
プ
企
業
で
あ
る
。
同
社
は
、
色
と
光
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
技
術
・
素
材
変

性
技
術
・
表
面
改
質
お
よ
び
マ
イ
ク
ロ
加
工
技
術
に
強
み
を
持
ち
、
同
社

独
自
の
機
能
性
を
持
っ
た
ゴ
ム
製
品
を
供
給
す
る
こ
と
で
市
場
か
ら
は
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。

　

そ
の
技
術
は
、
地
球
環
境
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
長

寿
命
、
有
害
な
物
質
を
含
ま
ず
次
世
代
の
照
明
と
し
て
期
待
さ
れ
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
色
を
自
在
に
作
る
Ａ
Ｓ
Ａ 

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
。
こ
の
製
品
群
を
は

じ
め
、
ゴ
ム
屑
や
不
良
品
な
ど
の
廃
棄
物
の
減
少
に
貢
献
す
る
生
産
技
術
、

溶
剤
を
使
わ
な
い
接
着
技
術
、
薬
品
を
使
わ
ず
に
発
泡
さ
せ
る
サ
ポ
ラ
ス

と
い
う
製
法
な
ど
、
製
品
及
び
製
法
を
支
え
る
コ
ア
技
術
で
環
境
に
貢
献

し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
同
社
第
二
福
島
工
場
増
設
資
金
を
対
象
に
、

「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
も
の
づ
く
り
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ

き
融
資
を
実
施
し
た
。
今
回
の
工
場
増
設
は
、
医
療
現

場
で
の
安
全
安
心
意
識
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
注
射
器

を
は
じ
め
高
性
能
な
医
療
機
器
向
け
ゴ
ム
部
品
の
需
要

拡
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
プ
レ
フ
ィ
ル
ド
シ
リ
ン

ジ
（
薬
液
充
填
注
射
器
）
用
ガ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
医
療
用
ゴ

ム
製
品
の
生
産
設
備
を
導
入
し
、
医
療
用
ゴ
ム
製
品
に

お
け
る
当
社
事
業
の
拡
大
を
狙
う
も
の
で
あ
る
。

022

株
式
会
社
朝
日
ラ
バ
ー

│
│
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ニ
ッ
チ
市
場
で
の
実
力
を
評
価

884
（２９.0％）

354
（11.6％）

425
（13.9％）

858
（28.2％）

527
（17.3％）

非製造業
73.6％

製造業
26.4％

図１：プログラム別融資期待額（単位：億円、％は構成比）

図 2：業種別融資額（単位：億円、％は構成比）

■化学工業　■電気機械・一般機械　■その他製造業　■不動産　■卸売

■運輸・通信・情報サービス等　■医療　■その他非製造業

■地域・生活　■環境　■ものづくり　■インフラ　■海外・再編

合計3,048

233
（13.4％）

113
（6.5％）

115
（6.6％）

280
（16.0％）

162
（9.3％）

423
（24.2％）

55
（3.2％）

364
（20.9％）

合計1,745
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レストランひらまつ（東京・広尾）のメイ

ンダイニング。海外から平松氏が自身で

買い付けたアンティーク家具と、シャガー

ルやピカソなどの名画が、優雅で温かみ

のある空間を創り出している。

　料理人にして経営者──日本におけるフランス料理界のカリスマシェフの１人である平松宏之氏には、
２つの顔がある。東京、博多、パリの「レストランひらまつ」の総料理長としての顔、そして「PAUL 
BOCUSE（ポール・ボキューズ）」「HAEBERLIN（エーベルラン）」など複数の一流ブランドレストラン
やカフェを経営する東証1部上場企業「株式会社ひらまつ」のトップとしての顔だ。15歳の時、フランスの
思想家ルソーの『社会契約論』に出会い、生きる目的、自由の意味に目覚めた平松氏は、フランス文化に
魅せられ、18歳で憧れの国の料理人になることを決意。以後、決めたことは最高を目指して実行するという
姿勢を貫いてきた。そして40年。料理も経営も自己表現と考える平松氏は、今日も旺盛な創作意欲を
発揮して、次はお客様にどんな感動を与えようか、株主様や社員たちにいかに安心感を与えるかを
考えながら歩き続けている。

株式会社ひらまつ

代表取締役社長

平松 宏之 氏

は
大
学
へ
行
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
」
と
言
わ

れ
、も
と
も
と
反
骨
精
神
が
強
か
っ
た
せ
い
で
、咄

嗟
に「
あ
な
た
た
ち
の
思
う
通
り
に
は
な
り
ま
せ

ん
。僕
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
人
に
な
り
ま
す
」と
宣
言

し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。な
ぜ
、
そ
う
言
っ
た
の
か

…
。フ
ラ
ン
ス
料
理
は
食
べ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
で

す
か
ら
、〝
神
の
啓
示
〞と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん（
笑
）。

│
│ 

２
６
歳
で
渡
仏
。現
地
で
は
多
く
の
こ
と

を
学
ば
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

学
ん
だ
こ
と
は
１
つ
だ
け
。異
文
化
世
界
で

生
き
る
に
は
、
常
に
個
と
し
て
の
自
分
を
見
失

わ
ず
、
生
き
方
を
変
え
な
い
こ
と
が
大
事
と
い

う
こ
と
で
す
。会
話
力
も
大
事
で
す
が
、
相
手

は
僕
が
ど
う
い
う
人
間
な
の
か
を
見
て
い
る
。だ

か
ら
、相
手
の
目
を
見
て
真
剣
に
話
し
、仕
事
に

も
真
摯
に
取
り
組
め
ば
本
当
の
人
間
関
係
が

築
け
る
ん
で
す
。

　

現
に
、海
外
ブ
ラ
ン
ド
を
誘
致
す
る
際
、ポ
ー
ル
・

ボ
キ
ュ
ー
ズ
氏
（
現
代
フ
ラ
ン
ス
料
理
界
の
重
鎮
）

は
、僕
の
料
理
を
食
べ
て
ほ
ん
の
数
分
話
を
し
た
だ

け
で
、
僕
と
い
う
人
間
を
理
解
し
、「
ムッ
シ
ュ
・
ポ

ー
ル
の
店
を
日
本
に
出
し
た
い
」
と
い
う
申
し
入
れ

に
も
「
い
い
よ
」
と
即
答
し
て
く
れ
ま
し
た
。

1
9
6
5
年
よ
り
４
０
年
も
の
間
３
つ
星
を
続

け
、世
界
中
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
た
の
に
誰
に
も

使
わ
せ
な
か
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
を
、で
す
。

│
│ 

帰
国
後
、
自
分
の
店
を
出
し
、
そ
の
味
が
評

判
と
な
っ
て
経
営
も
順
調
に
進
ん
だ
わ
け
で
す
が
、

そ
の
中
で
新
し
い
事
業
を
手
が
け
、
経
営
者
と
し
て

も
歩
み
始
め
た
の
は
、ど
う
い
う
理
由
か
ら
で
す
か
。

　

直
接
的
な
き
っ
か
け
は
、
僕
が
そ
の
才
能
を
見

込
ん
で
い
た
弟
子
の
１
人
が
２
４
歳
で
癌
で
亡
く

な
っ
た
こ
と
で
す
。８
９
年
の
９
月
９
日
で
し
た
。

こ
の
時
は
、
シ
ョッ
ク
で
料
理
も
作
れ
ず
、１
年
位

虚
し
さ
と
絶
望
感
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な

中
で
彼
が
将
来
、
自
分
で
店
を
持
ち
た
い
と
思
っ

て
い
た
こ
と
を
知
り
、今
、店
に
い
る
若
い
子
た
ち

も
同
じ
夢
を
持
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。な
ら
ば
、

そ
の
夢
を
か
な
え
て
や
ろ
う
。そ
の
た
め
に
は
僕

自
身
が
経
営
を
勉
強
し
て
事
業
を
拡
大
し
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

も
う
１
つ
大
き
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。そ
れ

は
、折
し
も
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
て
フ
ラ
ン
ス
料

理
界
全
体
が
ぐ
ら
つ
い
た
こ
と
で
す
。３
つ
星
レ
ス

ト
ラ
ン
で
す
ら
次
々
と
経
営
が
悪
化
し
ま
し
た
。

そ
の
時
気
づ
い
た
ん
で
す
。フ
ラ
ン
ス
料
理
の
人
気

を
支
え
て
い
た
の
も
バ
ブ
ル
だ
っ
た
こ
と
に
。そ
し

て
決
め
た
ん
で
す
。こ
の
先
、
社
員
の
生
活
を
保

証
す
る
に
は
経
営
を
安
定
さ
せ
な
け
れ
ば
ダ
メ

だ
。景
気
が
ど
う
な
っ
て
も
決
し
て
沈
ま
な
い
舟

│
│ 

料
理
人
と
経
営
者
。２
つ
の
役
割
を
こ
な

す
平
松
社
長
の
生
活
パ
タ
ー
ン
か
ら
。

　

起
床
は
６
時
半
で
９
時
に
出
社
。夕
方
６
時
ま

で
経
営
実
務
を
こ
な
し
た
あ
と
、
夜
中
の
０
〜
１

時
く
ら
い
ま
で
厨
房
に
入
り
ま
す
。寝
る
の
は
２

〜
３
時
で
睡
眠
は
毎
日
３
〜
４
時
間
で
す
。

│
│ 

高
校
時
代
に
フ
ラ
ン
ス
に
魅
せ
ら
れ
た
そ

う
で
す
ね
。

　

高
校
が
学
生
運
動
の
拠
点
校
で
、
僕
自
身
も

運
動
に
参
加
し
な
が
ら
、
哲
学
、
文
学
、
歴
史
な

ど
手
当
た
り
次
第
に
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。そ

の
中
で
ル
ソ
ー
の『
社
会
契
約
論
』
と
出
会
っ
た
ん

で
す
。個
を
活
か
す
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
文
化
、
お

金
よ
り
も
人
格
や
知
識
を
大
事
に
す
る
と
いっ
た

点
に
魅
か
れ
て
、「
自
分
の
生
き
る
場
所
は
フ
ラ
ン

ス
以
外
に
な
い
」
と
い
う
決
定
的
な
感
覚
を
持
っ

た
ん
で
す
。

│
│ 

料
理
人
へ
の
道
を
選
ん
だ
の
は
、
な
ぜ
で

す
か
。

　

進
路
指
導
の
場
で
、
先
生
か
ら「
学
校
と
し
て

〝
神
の
啓
示
〞で
料
理
人
の
道
へ

決
し
て
沈
ま
な
い
舟
を
作
ろ
う

芸術としての
料理を通じて
人の心を揺さぶり続ける。
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を
作
ろ
う
。し
か
も
、
そ
の
舟
は
ビ
ッ
グ
で
は
な
く

グ
レ
ー
ト
な
、
社
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
特
性
が
活

き
る
よ
う
な
舟
に
し
よ
う
と
。

│
│ 

９
３
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、９
５

年
レ
ス
ト
ラ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
、
０
３
年
株
式
上
場
、

海
外
一
流
ブ
ラ
ン
ド
の
誘
致
な
ど
、平
松
社
長
は
常

に
新
し
い
挑
戦
を
試
み
、
成
功
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

ど
ん
な
状
況
下
で
も
的
確
な
経
営
の
舵
取
り
が
で

き
る
。そ
の
力
は
ど
う
や
っ
て
培
っ
た
の
で
す
か
。

　

そ
れ
は
分
か
り
ま
せ
ん
。た
だ
、
本
だ
け
は
哲

学
、文
学
、歴
史
、思
想
、宗
教
、経
済
、経
営
な

ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
読
み
切
っ
て
き
た

つ
も
り
で
す
か
ら
、
経
営
者
、
指
導
者
と
し
て
判

断
す
る
と
き
に
、
そ
の
中
か
ら
学
ん
だ
も
の
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。

│
│ 

料
理
を
通
じ
て
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
を
日
本

に
伝
え
る
こ
と
の
意
義
と
は
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
い
う
の
は
、芸
術
を
庶
民
化

さ
せ
た
も
の
で
す
。つ
ま
り
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
の

長
い
歴
史
の
中
で
、
絵
画
、ク
ラ
シ
ッ
ク
、
オ
ペ
ラ
、

バ
レ
エ
な
ど
の
芸
術
が
多
く
の
人
々
に
心
の
豊
か
さ

を
与
え
、
文
化
を
育
ん
だ
の
で
す
。僕
は
そ
れ
を

料
理
を
通
じ
て
や
り
た
か
っ
た
。料
理
は
芸
術
で

あ
り
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
人
の
心
を
豊
か
に
し

ま
す
。だ
か
ら
、皆
さ
ん
に
享
受
し
て
欲
し
い
。「
友

と
食
事
を
囲
む
時
、
人
生
最
高
の
喜
び
を
感
じ

る
」。こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
言
葉
が
、
僕
が
日
本
全
国
に

レ
ス
ト
ラ
ン
を
展
開
す
る
時
の一番
の
思
い
で
す
。

│
│ 

人
々
に
幸
せ
や
満
足
を
与
え
続
け
る
な
ら

自
ず
と
会
社
の
経
営
は
安
定
す
る
と
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
業
と
い
う
の
は
、
お
金
を
儲
け
よ

う
と
思
う
と
儲
か
ら
な
い
。人
に
幸
せ
に
な
っ
て

も
ら
お
う
と
思
う
と
儲
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。僕
は
そ
の
奥
義
を
つ
か
ん
だ
気
が
し
て
い
ま

す
。そ
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大
事
だ

し
、
会
社
組
織
の
芯
に
な
っ
て
い
る
僕
が
ぶ
れ
な

け
れ
ば
、
ひ
ら
ま
つ
グ
ル
ー
プ
は
さ
ら
に
大
き
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

│
│ 

情
熱
に
衰
え
は
感
じ
ま
せ
ん
か
。

　

ま
っ
た
く
感
じ
ま
せ
ん
。ま
だ
５
８
で
す
よ

（
笑
）。孔
子
の
言
葉
に
、「
１
５
に
し
て
学
に
志

す
、５
０
に
し
て
天
命
を
知
る
」と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。僕
は
自
分
の
天
命
と
は
何
か
と
考
え
て
１

８
か
ら
生
き
て
き
た
。だ
か
ら
５
０
に
な
る
の
が

待
ち
遠
し
か
っ
た
。す
る
と
５
０
の
時
に
啓
示
が

あ
っ
て
、
料
理
人
と
し
て
死
ぬ
ま
で
生
き
よ
う
と

思
え
た
。僕
の
人
生
に
後
退
は
あ
り
ま
せ
ん
。た

だ
終
わ
る
だ
け
。死
ん
だ
時
が
終
わ
る
時
。そ
れ

ま
で
は
ず
っ
と
歩
く
だ
け
で
す
。

│
│ 

平
松
社
長
が
考
え
る
幸
せ
の
在
り
方
と
は
。

　

日
本
は
戦
後
、
物
質
的
な
豊
か
さ
に
幸
せ
を

求
め
ま
し
た
が
、成
熟
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
精
神

的
な
喜
び
や
時
間
と
い
う
感
覚
な
ど
を
幸
せ
と

捉
え
て
い
ま
す
。ソ
ク
ラ
テ
ス
は
「
人
は
今
日
よ
り

も
明
日
幸
せ
に
な
る
た
め
に
生
き
て
い
る
」
と
言

っ
て
い
ま
す
が
、裏
返
せ
ば
、今
日
よ
り
も
明
日
が

不
幸
な
ら
人
は
死
ぬ
と
い
う
こ
と
。そ
れ
ほ
ど
人

は
幸
せ
を
求
め
て
生
き
て
い
る
。だ
か
ら
１
人
ひ

と
り
が
自
分
の
幸
せ
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な

い
。そ
の
時
、
大
事
な
の
は
競
争
し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
。人
そ
れ
ぞ
れ
幸
せ
は
違
う
の
だ
か

ら
、１
の
力
し
か
な
い
人
は
１
を
、１
０
の
力
が
あ

る
人
は
１
０
を
、
１
０
０
の
人
は
１
０
０
を
全
力

で
や
る
。自
分
の
力
一
杯
生
き
る
こ
と
が
人
間
の

平
等
原
理
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。

│
│ 

最
後
に
、
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

僕
に
と
っ
て
は
、フ
ラ
ン
ス
料
理
を
通
じ
て
食
の

楽
し
み
、
心
の
豊
か
さ
を
日
本
中
に
広
め
る
こ
と

が
夢
で
あ
り
、ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
す
。ま
た
、
将
来

的
に
は
ア
ジ
ア
圏
へ
の
事
業
展
開
も
検
討
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

僕
の
人
生
に
後
退
は
な
い
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コ
ロ
ラ
ド
川
の
浸
食
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
巨
大
な
峡
谷
、

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
。古
来
、こ
の
土
地
に
暮
ら
す
先
住
民
は
、

そ
の
深
い
谷
底
を
人
類
発
祥
の
地
と
信
じ
て
い
た
。リ
ム
と
呼

ば
れ
る
峡
谷
の
断
崖
か
ら
谷
底
ま
で
の
標
高
差
は
１
５
０
０

ｍ
。コ
ロ
ラ
ド
川
の
激
流
が
流
れ
る
谷
底
に
は
、
い
ま
も
車
道
が

通
じ
て
い
な
い
。グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
か
ら
の

日
帰
り
観
光
も
可
能
な
一
大
観
光
地
で
あ
り
な
が
ら
、い

ま
な
お
人
を
寄
せ
付
け
な
い
大
自
然
が
息
づ
く
場
所
な

の
だ
。

　

そ
の
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
の
中
心
地
、
サ
ウ
ス
リ
ム
の

断
崖
に
、
ア
メ
リ
カ
人
が
一
生
に
一
度
は
泊
ま
り
た
い
と

憧
れ
る
、エ
ル
ト
バ
ホ
テ
ル
が
あ
る
。日
本
で
は
あ
ま
り
知

名
度
が
な
い
が
、
５
月
か
ら
９
月
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
は
、

一
年
前
か
ら
予
約
が
埋
ま
る
。実
は
、ア
メ
リ
カ
で
屈
指
の

「
予
約
の
と
れ
な
い
」ホ
テ
ル
で
あ
る
。

　

人
気
の
理
由
と
し
て
、ま
ず
国
立
公
園
内
、グ
ラ
ン
ド

キ
ャ
ニ
オ
ン
を
見
下
ろ
す
最
高
の
立
地
が
あ
げ
ら
れ
る
。

峡
谷
が
最
も
美
し
い
表
情
を
見
せ
る
の
は
、
早
朝
と
夕

暮
れ
時
。そ
れ
を
楽
し
む
に
は
、公
園
内
に
泊
ま
る
必
要

が
あ
る
の
だ
。

　

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
１
９
０
５
年
創
業
の
重
厚

な
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル
で
あ
る
こ
と
。ホ
テ
ル
の
創
業
に

は
、ア
メ
リ
カ
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
わ
る
興
味
深
い

物
語
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

　

西
部
開
拓
時
代
、鉄
道
の
旅
で
は
、途
中
で
お
腹
を
こ
わ
さ
な

い
「
ま
と
も
な
食
事
」
に
あ
り
つ
け
る
保
障
は
な
か
っ
た
。旅
は
、

そ
の
困
難
さ
に
お
い
て
、幌
馬
車
の
時
代
と
、た
い
し
て
変
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。そ
こ
で
、ハ
ー
ヴ
ィ
ー
が
始
め
た
の
が

「
同
質
」と「
清
潔
」を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
食
事
の
提
供
だ
っ
た
。

　

ど
こ
で
も
同
じ
品
質
の
同
じ
メ
ニュ
ー
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
。

そ
う
、マ
ク
ド
ナ
ル
ド
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
、チ
ェ
ー
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
の
原
点
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
、
揃
い
の
白
い
エ
プ
ロ
ン
の
制
服

を
身
に
着
け
た「
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
・
ガ
ー
ル
ズ
」と
呼
ば
れ
る
ウ
ェ

イ
ト
レ
ス
が
い
た
。こ
れ
が
ま
た
人
気
を
呼
ぶ
。「
ハ
ー

ヴ
ィ
ー
・
ガ
ー
ル
ズ
」
は
、
開
拓
地
に
お
け
る
若
い
女
性
の

貴
重
な
就
職
先
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
や
が
て
彼
女
た
ち

が
開
拓
者
の
妻
と
な
る
こ
と
で
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
礎
と
も

な
っ
た
の
で
あ
る
。

  

１
９
０
１
年
、グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
へ
の
鉄
道
開
業
に
あ
わ
せ

て
、
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
が
計
画
し
た
の
が
、
エ
ル
ト
バ
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
、
ホ
テ
ル
の
開
業
を
見
る
こ
と
な
く
亡
く
な
り
、

息
子
が
後
を
継
い
だ
が
、
彼
が
築
い
た
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
エ
ル
ト
バ
ホ
テ
ル
の
名
声
は
、
後
世
に
受
け

継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

先
住
民
が
人
類
の
発
祥
と
信
じ
た
谷
の
断
崖
に
、
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
を
体
現
す
る
ホ
テ
ル
が
建
つ
。ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
は
、

巨
大
な
ス
テ
ー
キ
の
皿
を
前
に
し
て
、ア
メ
リ
カ
人
が
ア
メ
リ
カ

人
で
あ
る
こ
と
の
誇
り
に
頬
を
染
め
、
お
国
自
慢
に
花
を
咲

か
せ
る
。ち
な
み
に
、
ア
メ
リ
カ
の
食
事
が
大
盛
り
な
の
も
、

い
つ
食
事
に
あ
り
つ
け
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
西
部
開
拓
時
代

の
名
残
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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